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2019年度 
【講演】 
1. 村岡法彦．第 8 回メディカルスタッフのための血液勉強会あさひかわ．パネリスト. 
2019.11 旭川市 
2. 塚田鉄平.障がいの理解．道北地区障がい者スポーツ指導者協議会 初級障がい者スポー
ツ指導員養成講習会.2019.11 旭川市 
3. 佐藤弘也．トレーニング論．中級障がい者スポーツ指導員養成講習会．2019.11．旭川市 
4. 田中伸吾.安全管理．道北地区障がい者スポーツ指導者協議会 初級障がい者スポーツ指
導員養成講習会.2019.11 旭川市 
5. 細川祐司．がんのリハビリテーション～がんロコモとは～．旭川医科大学病院がん患者
サロンほっとピア企画 ほっとピアセミナー．講師. 2019.11 旭川市 
 
【解説・総説・その他】 
1. 村田絵吏．緩和ケア口伝-現場で広がるコツと御法度（第 28 巻）頸部郭清後の頭頚部が
ん患者の疼痛に対するリハビリテーション（解説）．緩和ケア 29(4)，363-364，2019 
 
【査読付き論文】 
1. 村田絵吏，角井俊幸，伊藤俊弘．頸部郭清術後の頭頚部がん患者における肩や頸部の疼
痛と QOLの関連性．総合リハビリテーション 49(1)，61-67，2021-01 
 
【学会発表】 
1. 呂隆徳，大田哲生，西宮ひとみ，児玉真利子，服部ユカリ，盛一健太郎，吉田奈七，藤谷
幹浩，遠隔指導による転倒予防の実践ー北海道型地域包括ケアシステム構築の一環として
ー，第 58 回日本リハビリテーション医学会学術大会 
2. 児玉真利子，西宮ひとみ，服部ユカリ，呂隆徳.遠隔医療システムを活用した施設高齢者
への転倒予防リハビリテーションの介入効果と課題.第 39 回日本看護科学学会学術集会. 
3. 佐藤弘也．『専門医受診が遅れた広範組織欠損 CLTI 例に対して、機能的下肢救済に取り
組んだ一例』リハビリテーションの立場から．旭川フットサルベージ研究会第 9 回学術講
演会．2019.11．旭川市 
4. 三田村信雄，伊達歩，久木田新，早坂太希，本谷光咲子，木谷祐也，簑島暁帆，竹内利
治，呂隆徳，長谷部直幸，大田哲生．経皮的僧帽弁形成術前後における運動耐容能の検討．
第 4回日本心臓リハビリテーション学会北海道地方会 
5. 村田絵吏．頸部郭清術後の頭頸部がん患者に対する頸部と肩に対するリハビリの効果．
第 9回日本がんリハビリテーション研究会．2019.1．オンライン 
 
 


